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もーもースクール in  仙台

農業高校生がジュニアファシリテーターとして参加！
東日本大震災復興支援事業
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開催日№

（時間は全て10：30～16：00） ※敬称略日程等
安全・衛生・防疫 講師 ワークショップ講師 受講人数

愛知県学校給食牛乳協会 事務局長  木島 秀雄

酪農学園大学獣医学群 講師  村田 亮

千葉県農業共済組合 西部家畜診療所 技術主査  天野 はな

愛知県学校給食牛乳協会 事務局長  木島 秀雄

千葉県農業共済組合 西部家畜診療所 技術主査  天野 はな

酪農学園大学獣医学群  講師  村田 亮

千葉県農業共済組合 西部家畜診療所 技術主査  天野 はな

酪農学園大学獣医学群 講師  村田 亮

NPO法人いぶり自然学校
代表理事 
上田 融

株式会社musuhi 
取締役COO 
ひとつまみの希望主宰  
石川 世太

主なプログラム

酪農教育ファームファシリテーターが3年に1度受講することで、

認証を更新することができる「スキルアップ研修会」。酪農教育ファーム活動で

最も大切なことのひとつである「安全・衛生・防疫対策」について学ぶとともに、

ワークショップを通じてコミュニケーションスキルを磨きます。

　昨年度はコロナ禍で同研修会を休止し、ファシリテーター全員の認証期限を1年延長しましたが、

今年度は全日程（計8回）をオンラインにて開催し、合計156名が受講しました。

酪 農 教 育ファーム
スキルアップ 研 修 会レポート
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参加者からの声（一部抜粋）

酪農教育ファーム活動を
通じたふれあいの大切さを
思い出すことができた。

Zoomでワークショップを
どのように展開されるか
疑問だったが、非常に有効に
活用されていた。

コロナ禍で忘れていたが、

オ
ン
ラ
イ
ン
な
ら
気
軽
に

参
加
で
き
る
の
で
、

酪
農
体
験
を

た
だ
進
め
る
だ
け
で
な
く
、み

な
さ
ん
と

意
見
交
換
を
す
る
と

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

あ
が
り
、

毎
年
参
加
し
た
い

く
ら
い
楽
し
く
て

勉
強
に
な
る

時
間
だ
っ
た
。

体
験
者
と
の

信
頼
関
係
を

築
く
た
め
の

ポ
イ
ン
ト
を

分
か
り
易
く

説
明
し
て

も
ら
え
た
。

と
て
も

意
欲
的
に

な
れ
る
。

令和3年度

全部で8回！
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2
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最近の酪農を巡る情勢の説明

酪農教育ファーム活動における安全・衛生・防疫対策（講演）

コミュニケーションスキルを磨くワークショップ



新年号プレゼント企画

face to face

酪農学園大学  村田先生の安全・衛生・防疫講座

vol. 3  正しく消毒できている？

農業高校生がジュニアファシリテーターとして参加！
東日本大震災復興支援事業

 もーもースクール in 仙台

参加者全員で
模擬オンライン酪農体験を
実施！！

COVER STORY

令和3年度酪農教育ファーム実践研究集会
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アンケートに答えてプレゼントをGET

感動通信 vol.65　JANUARY 20223

新 年 号 プ レ ゼ ント 企 画

　コロナ禍の影響等で、牛乳乳製品の消費が落ち込んでいます。乳牛は生き物ですから、
消費が減ったからといって牛乳乳製品の原料である「生

せい

乳
にゅう

」の生産量を簡単に減らすことはできません。
酪農家が搾った生乳を無駄にしないため、業界を挙げて様々な取り組みを進めています。

皆さま、冬も牛乳乳製品で元気にお過ごしください！

アンケートに答えてプレゼントをGET

今回の感動通信について、
ぜひご意見をお聞かせください。
今後の紙面づくりの参考にさせていただきます。
※回答時間の目安は2分程度です。
※お預かりしたお客様の個人情報はプレゼントの送付のみに利用致します。

アンケートフォーム内に
記入欄がございます

https://forms.gle/
fW6BMjSBWrLqxars6

回答はこちらから

乳製品の詰め合わせが10名様に当たる

有塩ポンド
バター

（雪印メグミルク・450g）
1個

北海道
脱脂粉乳
（よつ葉・1kg）

1個

北海道
ポーションホイップ

バター
（雪印メグミルク・100g）

1個

脱脂粉乳を
使用したレシピ集も

同時に
お送りします!!

コンデンス
ミルク

（つくば乳業・480g）
1個

プレゼントの
応募期間は2022年

2/15（火）
までです。
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徒
た
ち
は
、
事
前
に
酪
農
教
育
フ
ァ
ー

ム
活
動
の
基
礎
を
学
ぶ
「
ジ
ュ
ニ
ア
フ

ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
研
修
会
」
を
受
講
し
、

当
日
は
子
ど
も
た
ち
へ
の
対
応
や
説
明

も
担
当
し
ま
し
た
。
幸
町
南
小
で
は
、

中
学
校
と
の
連
携
は
あ
る
も
の
の
、
高

校
生
と
触
れ
合
う
こ
と
は
な
か
っ
た
そ

う
で
、
伊
藤
校
長
は
、
児
童
に
と
っ
て

素
晴
ら
し
い
企
画
に
な
っ
た
と
感
じ
た

そ
う
で
す
。
ま
た
、
加
美
農
の
生
徒
た

ち
に
と
っ
て
も
、
こ
の
「
縦
の
つ
な
が

り
」
体
験
は
良
い
経
験
に
な
っ
た
よ
う

で
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
最
初
の
う
ち
は

「
お
っ
か
な
び
っ
く
り
」
と
い
う
感
じ

で
し
た
が
、
乳
搾
り
や
子
牛
の
散
歩
を

通
じ
て
牛
と
触
れ
合
い
、
酪
農
家
や
、

年
齢
の
近
い
高
校
生
に
優
し
く
接
し
て

も
ら
う
こ
と
で
、
次
第
に
緊
張
が
ほ
ぐ

れ
、
興
味
が
湧
き
、
目
を
輝
か
せ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

伊
藤
校
長
は
、「
現
代
は
、
体
験
を
す

る
こ
と
が
難
し
い
時
代
で
す
。
そ
し
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
で
さ
ら

に
難
し
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
体
験
に
勝
る
学
習
は
あ
り
ま
せ

ん
。
子
ど
も
た
ち
は
、
聞
い
た
だ
け
で

は
忘
れ
ま
す
。
見
た
こ
と
は
覚
え
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
や
っ
て
み
た
こ
と
は

理
解
す
る
の
で
す
」
と
、
体
験
学
習
の

重
要
性
を
説
き
ま
す
。

と
思
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

問
題
解
決
の
糸
口
は
、
意
外
な
と
こ

ろ
か
ら
や
っ
て
き
ま
し
た
。
伊
藤
校
長

の
元
教
え
子
で
、
酪
農
教
育
フ
ァ
ー
ム

認
証
牧
場
で
あ
る
秋
保 

柴
田
牧
場
（
宮

城
県
仙
台
市
）
の
柴
田
耕
太
郞
さ
ん
を

通
じ
て
、
交
牧
連
か
ら
「
出
前
授
業
」

の
申
し
入
れ
が
あ
っ
た
の
で
す
。

　

出
前
授
業
で
は
、
学
校
に
酪
農
家
と

牛
が
来
て
酪
農
体
験
を
行
う
の
で
、
校

外
に
出
ず
に
済
み
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
が
落
ち
着
い
て

き
た
と
は
い
う
も
の
の
、
校
外
授
業
を

行
う
に
は
ま
だ
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
障
害
が
多
く
あ
る
状
況
の
中
、

柴
田
さ
ん
の
提
案
は
渡
り
に
船
で
し
た
。

伊
藤
校
長
は
「
牛
を
見
た
こ
と
も
な
い

よ
う
な
子
も
い
る
。
子
ど
も
た
ち
に
と

っ
て
も
、
す
ご
く
い
い
経
験
に
な
る
の

で
は
な
い
か
」
と
感
じ
、
今
回
の
出
前

授
業
が
実
現
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
取
り
組
み
で
は
、
小
学
生
に

た
だ
酪
農
体
験
を
さ
せ
る
だ
け
で
は
な

く
、
児
童
と
高
校
生
と
の
「
縦
の
つ
な

が
り
」
を
作
る
こ
と
も
重
要
な
ポ
イ
ン

ト
で
し
た
。
小
学
生
と
高
校
生
が
一
緒

に
何
か
を
す
る
機
会
は
な
か
な
か
あ
り

ま
せ
ん
。
今
回
参
加
し
た
加
美
農
の
生

最
初
は
こ
わ
ご
わ
、

次
第
に
興
味
が
わ
き
、

大
切
な
こ
と
を
学
び
取
る

❹子牛とのスキンシップも徐々に慣れてきました
❺牛が食べるエサの量にびっくりの子どもたち

❶全員が足踏み消毒と手洗い・消毒をして体験に臨みます　❷高校生の質問に元気よく手を挙げる子どもたち
❸高校生の優しいサポートで乳搾りも上手にできました

子牛の
お散歩

子牛の
お散歩

やさし
く引こ

うね
やさし

く引こ
うね

沢山でて
きた～

沢山でて
きた～

3

1

2

45

　

2
0
2
1
年
11
月
15
日
（
月
）、
仙

台
市
立
幸
町
南
小
学
校
（
伊
藤
公
一
校

長
・
児
童
数
2
9
4
人
。
以
下
「
幸
町

南
小
」）
に
て
東
日
本
大
震
災
復
興
支

援
も
ー
も
ー
ス
ク
ー
ル
を
実
施
し
ま
し

た
。
交
牧
連
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
の
酪
農
家

（
酪
農
教
育
フ
ァ
ー
ム
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
）
等
15
名
に
加
え
、
酪
農
教
育
フ

ァ
ー
ム
認
証
牧
場
で
あ
る
宮
城
県
立
加

美
農
業
高
等
学
校
（
以
下
「
加
美

農
」）
で
畜
産
を
専
攻
す
る
生
徒
25
名

が
「
ジ
ュ
ニ
ア
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
」

と
し
て
参
加
。
対
象
は
1
年
生
38
名
と

2
年
生
49
名
の
合
計
87
名
で
、
生
活
科

の
授
業
の
中
で
「
乳
搾
り
」
や
「
子
牛

の
お
散
歩
」「
バ
タ
ー
づ
く
り
」「
酪
農
家

か
ら
の
お
は
な
し
」
な
ど
の
体
験
を
行

い
ま
し
た
。

　

幸
町
南
小
の
周
囲
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン

や
市
営
住
宅
が
建
ち
並
び
、
さ
ら
に
大

型
の
商
業
施
設
が
ひ
し
め
き
合
う
環
境

に
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
が
自
然
と
ふ
れ

あ
う
体
験
が
な
か
な
か
で
き
な
い
と
い

う
問
題
を
抱
え
て
い
ま
し
た
。

　

昨
年
度
は
5
年
生
が
校
外
で
自
然
体

験
を
行
い
、
教
員
た
ち
も
そ
の
効
果
の

大
き
さ
を
実
感
し
た
こ
と
か
ら
、
低
学

年
に
も
同
じ
よ
う
な
体
験
を
さ
せ
た
い

東日本大震災から10年が経過しました。消費者交流活動などを行う酪農家による
組織「地域交流牧場全国連絡会」（以下「交牧連」）では、2011年度より被災地域の小学校に酪農家と

乳牛を派遣する出前授業「東日本大震災復興支援もーもースクール」を継続してきました。
コロナ禍で2020年度は休止となりましたが、今年度は仙台市の小学校で実施することができ、

交牧連東北ブロックの酪農家とともに農業高校生も参加しました。

高校生の乳搾りの説明に耳を傾ける子どもたち

市
街
地
の
小
学
校
で

出
前
授
業
を
活
用
し

自
然
と
ふ
れ
あ
う

仙 台仙 台

農業高校生がジュニアファシリテーターとして参加！
東日本大震災復興支援事業 

も ー も ー ス ク ー ル   

上手にで
きるかな

上手にで
きるかな
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もーもースクールを実施した小学校の校長と児童の話
仙台市立幸町南小学校

伊藤校長の元教え子からの申し出により、
2021年11月15日にもーもースクールを実施することになった宮城県仙台市立幸町南小学校。

1年生と2年生が「生活科」の授業の一環として乳牛と触れ合いました。

校 長 先 生 の 話  

酪 農 体 験 を し た 児 童 の 反 応  

　本校では今年度より3年間、スティーブン・R・コヴィーの著書「7
つの習慣」をもとにした教育プログラム「リーダー・イン・ミー」に取

り組んでいます。「リーダー・イン・ミー」とは、自ら考えて行動でき

るセルフリーダーシップ、他者と協働できるリーダーシップの両方

を備えた人格を育むために「7つの習慣」を活用し自己肯定感を
高め、生き方を学ぶプログラムです。教師・保護者・地域社会が連

携し、子どもたちのリーダーシップを育む学校文化を築くことを目

標としています。

　今回のもーもースクールは、周囲に自然が少ない本校の子ども

たちにとって、とてもいい経験になりました。「体験は、体を育て、

仙台市立幸町南小学校   伊藤  公一校長

「リーダー・イン・ミー」
教育の一環  

牛のお乳に触ったら、
自分の手と同じくらい

温かかった。搾って出てきた
乳も温かかった。 

カチカチの体かと思って
触ってみたら、

毛も体も柔らかくて、
人間と同じみたいに

感じた。 

温かかった 柔らかかった 

心を育てる源」であり、特に1・2年生が動物と触れ合った今回の
出前授業は、子どもたちにとって思い出に残る体験活動になった

と思います。

　体験活動は、人格形成に極めて大きな影響を与えると考えられ

ます。学校では、学校行事として修学旅行や野外活動、校外学習

などを実施し、集団で同じ体験をします。これは、学校でしかでき

ないことで、その体験を共有することも学校ならではの取り組み

と言えます。

　今回の体験活動により、動物に対する親しみの気持ちが生まれ、

生命の尊さを感じることができました。また、動物の立場に立って

考えることも学びました。そして、高校生との交流を行うことで、

自分自身の気付きの質も高まりました。そうして子どもたちは動物

への親しみをもち、世話をする楽しさや喜びを味わい、思いや願

いを膨らますことができるのです。

初めての乳搾りだったので
緊張したけど、手を消毒して

教わったとおりに
指を握っていったらお乳が
出てきて感動した。 

カップをたくさん振ったので、
とても疲れたけど、
今度は家でも
やってみたい。 

乳搾りは緊張した 

バター作りは
大変だった 

バターが牛乳からできていることや、
どうやって作るのかを
知ることができて
うれしかった。 

バターは
牛乳からできていた 初めて近くで牛を見て、

すごく大きくてビックリ。
でも、おとなしく

していてくれたので、
うまく乳搾りができた。 

大きいのでビックリ 

もーもースクールに参加した先生・生徒の感想
宮城県立加美農業高等学校

今回のもーもースクールには、酪農教育ファームファシリテーターの認証を持つ先生2名と2・3年生の生徒が参加。
生徒たちは、近隣の小中学校を校内で受け入ることは何回かありましたが、

出前授業はあまり経験がありませんでした。「楽しませることが大事。子どもたちの心にタネを蒔こう」と
先生に言われ、生徒らはグループ単位で話し合って対応を考えました。

　学校内で行っている酪農教育ファーム活動では主に中学生を

対象にしていましたが、今回は小学生が対象なので、言葉遣いに

苦労しました。でも、小学1・2年生ならではの反応があって、とて
も楽しかったです。

　小学生相手の出前授業は２回目で、あまり経験したことはありませ

んでしたが、子どもたちが積極的に活動してくれたので、すごくやり

やすく、やりがいを感じました。気を付けたのは、子どもたちの反応

を一番大事にすること。「これ何？」という声があったら「こうだよ」と教

えてあげたいと思って、反応を見逃さないように接していました。

普段授業を受けているより、子どもたちに教える方が楽しかった

です。卒業してもこのような活動はずっと続けていきたいので、酪

農教育ファーム認証牧場に就職できたらいいなと思います。

　1年生の時に一度、もーもースクールで出前授業を経験していまし
たが、小学生を対象にするのは今回が初めてだったので、とくに言

葉遣いや話す内容を以前のものと変える必要があると考えました。

　今回は、牛のかぶり物をしての授業「牛さんの気持ち」のコーナ

ーを担当。スライドを使って淡々と行っていた今までの方法と違って、

牛になりきって子どもたちに行う命の授業はかなり緊張しました。

　でも、準備の段階で、トラックから顔を出す牛を見て、「牛さん

だ」と教室の窓から身を乗り出して見ている子どもたち見ていたら、

緊張よりやる気が勝って、頑張ろうと強く思いました。

　子どもたちから不意に質問が飛び出したとき、よく聞いて、普

段の勉強の成果を生かして、きちんと答えることができたのが、今

回の収穫だなと思います。

農業科3年・畜産専攻   佐藤  みのりさん農業科3年・畜産専攻   菅原  羽
は

琉
る

さん

楽しさの中に
「やりがい」を感じて

不意の質問にも、
日頃の勉強を生かして

ファシリテーターの先生に聞く

　本校は2013年度に酪農教育ファームの牧場認証を取得しまし
た。東日本復興支援もーもースクールにも2014年度から継続し
て参加しており、伝統的に3年生が2年生に、2年生が1年生にや
り方を教えてきました。しかし今回は、コロナ禍で前年からの引き

継ぎがなく、ほぼゼロベースからのスタートだったので、生徒にも

教師にも緊張感がありました。

　今回は低学年が対象でした。「命の大切さ」を理解してもらう

というより、いつかそれに気がついてもらえるよう「心にタネを蒔

こう」を合い言葉にしました。

　終了後、幸町南小の先生から「とても優しく接していただきまし

た」と言われました。畜産専攻の生徒だからかもしれませんが、い

つも牛を思いながら接するスタイルが、他者を気遣う心構えにつ

ながっていた点を評価いただいたことをとてもうれしく思います。

　1年ぶりの酪農教育ファーム活動で、不安はありましたが、生徒た
ちが小学生と一緒になって楽しんでいる様子を見て、ホッとしました。

　指導側から告げた今回のコンセプトは「命と食のありがたみを

知ってもらう」「小学生に相手を敬う心を」の2つ。それに対し生
徒たちから、具体的に教えたいことが出てきて、とても良い傾向だ

と感じました。

　この活動は生徒たちが自発的に取り組むことに意味があるため、

生徒の一生懸命さを後押ししたり、何度も考えさせたりする形で

対応していきました。終えてみると、難しいと思っていたことも予

想以上の成果を出し、小学生の皆さんにも喜んでもらうことがで

きました。生徒たちは、教えることで学びが得られることを実感し、

さらに、小学生の成長につなげることができて、充実した時間を

過ごすことができたと思います。

コンセプトは
「命と食のありがたみ」

「心にタネを蒔こう」を
合言葉に

里見  紫
し

緒
お

理
り

先生 （酪農教育ファームファシリテーター） 山田  陽一先生  （酪農教育ファームファシリテーター）

ジュニアファシリテーターの生徒に聞く
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コロナ禍 でも酪 農 体 験 ができることを共 有しました

　自己紹介を兼ねて、「オンライン酪農体験について思うこと、

やってみたいこと、課題だと思うこと」について、5～6名のグ

ループで話し合いました。

　模擬オンライン酪農体験をやってみて感じた、オンラインな

らではの「よかったこと」や「さらなるチャレンジ」について、

グループに分かれて話し合いました。意見を出し合う際は、

視点を「学校側」と「牧場側」に分けました。学校側からの視

点として、牧場に実際に行くよりも実施しやすい、普段なか

なか見られない場所も見ることができる等の意見があり、一

　マキバのすすめ小野牧場を舞台に、参加者は小学3年生の

児童になりきってロールプレイングを実施。担任の先生役で

ある青柳先生がオンライン上で小野さんと会話をしながら進

行します。小野さんは自己紹介の後、牛舎の中をスマートフォ

ンのカメラで撮影して回りながら、子牛のこと、親牛の体、牛

の生活サイクル、エサ、堆肥、酪農家の仕事などについて説

明。参加者は、児童として教室にいるつもりで、牧場を見学

しながら気付いたことや、気になったこと、もっと知りたいこ

となどを、チャット機能をつかって自由に「つぶやき」ます。青

柳先生はそれを拾って小野さんに伝え、小野さんが回答して

いきました。途中、wi-fiの調子が悪くなって小野さんの映像

が途切れる場面も。そんな時は、児童たちの集中を切らさな

いよう、青柳先生が臨機応変に話をつなぐ姿も見られました。

　東京シューレ葛飾中学校は2007年に開校した不登校の生

徒を支援する私立中学校です。体験から学ぶ時間を特に重視

しており、中でも「動物プロジェクト」の取り組みとして酪農

体験を必ず取り入れています。同校の校長である木村先生は、

コロナ禍で校外での体験が叶わない中、実践研究集会で出

会った渡辺さんとつながり、オンライン酪農体験を実施するこ

とができたと報告しました。また渡辺さんからは、生徒を思う

木村先生の熱意があって初めてオンライン酪農体験を行う決

意ができたこと、そして教室にいながら遠くの酪農家と会話し、

乳牛の様子を観察できるメリットについて話がありました。

1回目のディスカッション

2回目のディスカッション

模擬・オンライン酪農体験

1

2

令和 3 年 度  酪 農 教 育ファーム実 践 研 究 集 会  

ブレイクアウトルームで 7グループに分かれて意見を出し合いました

左から板橋区立三園小学校の青柳友作先生とマキバのすすめ小野牧
場の小野洋平さん

左から渡辺体験牧場の渡辺隆幸さんと東京シューレ葛飾中学校の木村砂
織先生

実
践
発
表 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

方で牧場側からの視点では、事前に映像を制作しておくこと

で時間を選ばず、子どもの興味を引きつけることができるの

では等の意見がありました。また、両視点ともに、機材や安

定したネットワーク環境の必要性や、牛乳や実際の飼料を事

前に送っておくなど少しでも五感に触れられるような工夫が

あるとよいという意見がありました。
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最
初
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
「
実
践
発

表
」
で
す
。
昨
年
度
の
実
践
研
究
集
会

で
出
会
っ
た
東
京
シ
ュ
ー
レ
葛
飾
中
学

校
の
木
村
砂
織
先
生
と
渡
辺
体
験
牧
場

（
北
海
道
）
の
渡
辺
隆
幸
氏
が
共
同
で
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ
な
が
っ
て
取
り
組
ん

だ
酪
農
教
育
フ
ァ
ー
ム
活
動
に
つ
い
て

発
表
し
ま
し
た
。

　

二
つ
目
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
「
ワ
ー
ク

酪農家・酪農関係者と教育関係者が集い、酪農教育ファーム活動の価値と役割を確認し

未来につなげる『実践研究集会』。2021年10月23日（土）、日本酪農教育ファーム研究会と

（一社）中央酪農会議の共催で、昨年に続きオンラインにて開催されました。

9回目となる今回は、参加者が「児童役」を演じる「模擬オンライン酪農体験」を行い、

オンライン酪農体験の可能性等について話し合いました。

酪
農
教
育
フ
ァ
ー
ム
活
動
の
価
値
と
役
割
を
再
確
認
し
、

コ
ロ
ナ
禍
で
も
で
き
る
活
動
を
考
え
実
践
し
よ
う

模擬オンライン酪農体験を実施！！ 
参加者全員

で

シ
ョ
ッ
プ
」
で
す
。
日
本
酪
農
教
育
フ

ァ
ー
ム
研
究
会
・
事
務
局
長
の
横
山

弘
美
先
生
（
練
馬
区
立
大
泉
第
四
小
学

校
）
が
進
行
役
を
務
め
、
は
じ
め
に
参

加
者
同
士
が
5
〜
6
名
ず
つ
に
分
か
れ

て
、
自
己
紹
介
を
兼
ね
て
「
オ
ン
ラ
イ

ン
酪
農
体
験
に
つ
い
て
思
う
こ
と
」
等

に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
日
本
酪
農
教
育
フ
ァ
ー

ム
研
究
会
・
事
務
局
の
青
柳
友
作
先

生
（
板
橋
区
立
三
園
小
学
校
）
が
「
小

学
3
年
生
の
担
任
の
先
生
役
」、
酪
農

教
育
フ
ァ
ー
ム
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
で

あ
る
マ
キ
バ
の
す
す
め
小
野
牧
場
（
新

潟
県
）
の
小
野
洋
平
氏
が
「
オ
ン
ラ
イ

ン
で
酪
農
体
験
を
提
供
す
る
酪
農
家

役
」、
そ
し
て
、
そ
の
他
の
参
加
者
全

員
が
「
小
学
３
年
生
の
児
童
役
」
に
な

り
き
っ
て
、
模
擬
オ
ン
ラ
イ
ン
酪
農
体

験
（
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
）
を
実
施
。

そ
し
て
再
び
5
〜
6
名
ず
つ
に
分
か
れ
、

「
模
擬
オ
ン
ラ
イ
ン
酪
農
体
験
」
を
踏

ま
え
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
酪
農
体
験
の
可

能
性
等
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

令和 3 年 度  酪 農 教 育ファーム実 践 研 究 集会  

全国から約 50名が参加

搾乳シーンは事前に収録した映像を流し小野さんが解説を加えました

乳牛の近くまでカメラが入ることで迫力の映像に！！

今
回
の
実
践
研
究
集
会
で
は
、

大
き
く
2
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
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村
むら

田
た

 亮
りょう

先 生

　感染症伝播を阻止する上で「消毒」は欠かせませんが、一
括りに消毒剤と言っても種類も用途も様々です。より効果的
な使い方につながるポイントをいくつかご紹介します。 
　まず、消毒手順ですが、いきなり手指や長靴を直接ドボン
と薬液に浸けていないでしょうか？ 汚れが大量に付着した
状態では有機物の方に消毒効果が持っていかれてしまいま
す。石鹸や洗剤を使って十分に「洗浄」しておきましょう。ま
た、見落とされがちなのが「乾燥」です。ビチャビチャの状態
で消毒剤をかけてしまっては、あっという間に濃度が低下し
てしまいますよね。清潔なペーパータオルなどで水分を拭き
あげてから「消毒」の段階に進みましょう。すぐに水気を除け
ないようなものを消毒する際は、希釈されることを見越して
少し濃い濃度の消毒剤を用意しておくと良いでしょう。 
　次に、消毒剤の特徴についてです。最も身近な消毒剤はや
はりアルコールでしょう。いわゆるお酒に使われるエタノール
や、イソプロパノール（こちらは飲めません！）、どちらも濃度
が濃ければ良いというわけではなく、70％前後のものがより
高い殺菌効果を示します。街のいたるところで見かける消毒
用アルコールはこの濃度に薄められていますので、前述の通
り水で濡れた手に塗布しては効果激減です。アルコール過
敏の場合は逆性石鹸（塩化ベンザルコニウム）などを主成分

神奈川県横浜市出身。平成12年～平成18年 酪農学園大学で主に乳牛の細菌病を
研究、平成18年～平成22年 北海道大学（獣医学研究科 公衆衛生学教室）でウエ
ストナイル熱や日本脳炎を研究、平成22年～平成26年 東京農業大学（畜産学科 
家畜衛生学研究室）で家畜の伝染病研究を経て、平成26年より現職。

としたものを選ばれると良いでしょう。ただし、アルコール類
は汎用性が高いものの、口蹄疫ウイルスやノロウイルスなど
には効きませんので過信は禁物です。 
　より強い消毒剤として、次亜塩素酸ナトリウム（プールや
台所の漂白剤に使われ、ツンとした臭いがします）やヨード剤
（うがい薬などに使われている茶色い液体です）が挙げられ
ます。ほとんどの病原微生物に高い殺滅効果を示しますが、
その分高濃度で使用すると動物の皮膚が荒れたり、金属を
腐食させますので適正濃度を守りましょう。さらに、「熱湯消
毒を兼ねて…」と考えてお湯に滴下している場面を見かけま
すが、高温条件では失活してしまいますので、これはおすす
めできません。 
　環境への散布に使われる消石灰を踏み込み消毒槽に使う
と口蹄疫ウイルスを含む様々な病原体に効果的です。ただし、
槽内がすぐに結晶化してしまったり、コンクリート床が目詰ま
りして水はけが悪くなったりといった短所もありますので、地
域での感染症流行状況に合わせて、他の消毒剤と使い分け
ると良いでしょう。 
　この機会に、日頃使っている消毒剤に何が含まれているの
か、ぜひラベルを見てみましょう。 
 

酪農学園大学 獣医学群 獣医学類 獣医細菌学ユニット 講師

・安 防 講
衛 疫 座全
生
・

村田先生の

正しく消 毒 できて いる？
今月のテーマ

❶洗浄→❷乾燥→❸消毒の三段階が大事！

3vol.

次回は、飼養衛
生管理基準につ
いて詳しくご説
明します！

次回予告

消毒洗浄 乾燥 31 2
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実践研究集会終了後アンケー

トを実施しました。皆様の声

を一部お届けします。

オンラインでの開催は
たくさんの方と
お目にかかれるメリットが
ありますが、
私はまだ皆さんに直接お目に
かかったことがないので、
集合での開催があれば
是非参加したいと
思います。

学
校
と
牧
場
が
一
緒
に
な
っ
て

最
新
の
体
験
へ

取
り
組
ん
で
い
る
と
い
う

事
実
に
勇
気
を
貰
え
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
方
々
の

お
話(

考
え)

を

聞
く
こ
と
で
、

視
野
が
広
が
り
ま
す
ね
。

事前にビデオで
紹介ビデオをとって、
オンラインで
説明しながら進める
やり方もありかなと
思います。

いろんな会議で
つかえる手法だと
感じました。

オンラインで
伝えられない事も
あるものの、
特性を理解した上で、
活用できると思いました。

学校側、酪農家側と
も未だ手探りの部分が
多そうな印象だった。しかし
オンラインでの実施が今後
も続いていくだろうと思うし、
ならではの良さも感じた。こ
れから様 な々工夫が出てきた
際にはその手法を知りたい。

進行方法がすごく参考に
なりました。

慣れが1番か。

集会を終えて

みんなの
“感想 ”

翌
週
に
、

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
小
学
校
と
の
ヤ
ギ
授
業
を

控
え
て
い
た
の
で
、と
て
も
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
酪
農
体
験
で
は
、

ど
の
よ
う
な
機
器
を
使
っ
た
の
か
、

知
り
た
か
っ
た
で
す
。事

前
に
牧
場
の
商
品
を
買
い
、牛
乳
を
飲
み
な
が
ら
お
話
を

聞
く
と
い
う
と
こ
ろ
が
、生
徒
に
と
っ
て
話
が

入
っ
て
き
や
す
い
取
り
組
み
だ
と
感
じ
た
。

学
校
と
牧
場
が
離
れ
て
い
て
も

つ
な
が
れ
る
と
い
う
こ
と
に

今
後
の
活
動
の
発
展
の
可
能
性
を
感
じ
た
。

令和 3 年 度  酪 農 教 育ファーム実 践 研 究 集会  

ファシリテーター

ファシリテーター

ファシリテーターファシリテーター

教育関係者

ファシリテーター教育関係者

教育関係者

教育関係者
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